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本研究は，遮音と通風の両立を可能とさせるため

に，スリット状共鳴器型消音器とANCを複合させた

消音システムを提案し，その消音特性の解析を行い，

有効性について研究したものである。一般的に機械

などから発生する騒音の低減化には，騒音源を完全

に密閉して遮音することが最も効果的である。しか

し，機械内部で発生した熟も外部に放出できなくな

り，熱のダメージよる機械の寿命を著しく短くして

しまう可能性がある。一方，熱を外部に放出させる

ために，通風のための開口や送風のためのフアンを

設けると，その部分から同時に騒音が漏れ出し騒音

環境をさらに悪化させる。このように，各種機械で

は，通風のための開口が必要であると同時に遮音対

策についても十分な対策を施す必要がある。この通

風と遮音は相反する要素であり，両立を可能とした

研究報告はこれまでにない。

本論文の構成は，第1章から第6章で構成されて

いる。以下に本論文の内容について述べる。

第1章では，本研究に至る背景や目的について述

べている。工作機械の数値制御化に伴う空調機能強

化による騒音増大の問題，騒音が工場内作業者や工

場近隣の住民の健康に与える影響への懸念などか

ら，本研究の必要性と目的について述べている。

第2章では，ANCが応用されていないスリット状

共鳴器型消音器（以後，従来法とする。）の構成と

特徴について述べる。ここでは，従来法の設計手法

を説明し，次の問題点を明らかにしている。（1）消音

対象となる騒音の周波数に応じて，消音器の形状寸

法を変えなければならないこと。（2）消音器の共鳴効

果による消音を利用しているために，共鳴周波数か

らわずかでも消音対象の周波数がずれると著しく消

音効果が得られないこと。（3）複数の周波数に対して

消音を行う場合，複数のスリットを多段構成にする

必要性があることから消音器が厚くなること。以上

から，これらを解決する方法として，制御スピーカ

を装着した消音器ならびにANCを複合した消音シ

ステムの提案をしている。

第3章では，音響解析プログラムのSYSNOISEを

活用し，制御スピーカをスリット状共鳴器型消音器

に組み込んだときの，二次音源としての音響放射特

性や消音器内部の音圧分布などについて解析をして

いる。提案法は，通風ための開口部の円周から制御

音がリング状に放射されるため，消音器自体を1つ

の二次音源とみなすことができる。二次音源の音響

放射特性や音響放射分布は，消音特性と密接な関係

にあるため，スリット形状，寸法，制御スピーカの

配置などの各条件下において，適切な条件を見出す

ことが大切である。SYSNOISEによる解析から音響

放射特性，音響放射分布，消音器の内部音圧分布を

明らかにし，最適設計の指針を与えている。解析の

結果，安定した音響放射レベルを確保するには，あ

る一定以上のスリット幅が必要であること，二次音

を騒音に対して均一に作用させるためには，制御ス

ピーカの位置を対称にすること，そして，音響放射
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